
TCK12003027201.pdf (0 - 10 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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139° 31’ 08.6000”
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栃木県日光土木事務所 2008-12-20 ～ 2009-01-06

標
 
 
尺

(m)

標
 
 
高

(m)

層
 
 
厚

(m)

深
 
 
度

(m)

柱
 
 
状
 
 
図

土
 
質
 
区
 
分

色
 
 
 
 
 
調

相
 
対
 
密
 
度

相
 
対
 
稠
 
度

記
 
 
 
 
 
事

地
層
岩
体
区
分

孔
内
水
位
(m)

測
定
月
日

標　準　貫　入　試　験

深
 
度

(m)

10cmごとの
 打撃回数

0

10

10

20

20

30

打
撃
回
数

貫
入
量

(cm)

原位置試験

深
 
度

(m)

試    験    名
および結果

試料採取

深
 
度

(m)

試
 
料
 
番
 
号

採
 
取
 
方
 
法

室
 
内
 
試
 
験

掘
 
進
 
月
 
日

0 10 20 30 40 50

N            値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1038.70 1.30 1.30

盛土
(BS)

1033.50 5.20 6.50

玉石混じ
り礫
(G-B)

1032.90 0.60 7.10

玉石混じ
り砂礫
(GS-B)

1031.00 1.90 9.00

デイサイ
ト
(Da)

暗
灰

灰

褐
灰

暗
灰

アスファルト:t=20cm。
深度0.20m以深は径10～150mm程
度の角礫・岩砕による盛土。

掘進長5～55cm程度，推定礫径
10～90cm程度の粗石・巨石(岩砕
)が主体。
隙間が大きく、所々に空洞を介在
する。
デイサイト質で硬質な岩砕が主体
。
深度1.45m付近から掘進長55cm程
度の巨石が介在する。
SPTサンプラーは礫の隙間に貫入
する。
深度5.65m～6.00m付近の隙間にセ
メントが充填する。

掘進長5～10cm(推定礫径
)10～15cm内外の粗石が混じる。
角礫主体。マトリックスは細粒分
が混じる。
中硬質な片状～短柱状コアが主体
のデイサイト。
岩片は概ね新鮮で、割目はやや風
化する。割目間隔5～20cm程度。
角度5～20度の密着の良い割目が
発達し、直行する急角度の割目は
マサ状の風化物を挟む。
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